
 

 

 
  

令和４年２月９日 
 

ＩＣＴを活用した「産婦人科・小児科オンライン相談」 

  の試行状況をお知らせします！ 

  
  

県では、令和２年度より「アフターコロナを見据えたイノベーション創出支援事業」  

に採択された「ヘルスケアＩＣＴ立県実現プロジェクト」に取り組む民間事業者と協働で、  

ＩＣＴを活用した県内の医療課題解決の取組を進めています。 

プロジェクトの一環として、地域の産婦人科・小児科の医療提供体制を包括的に支援  

するため、ヘルスケアＩＣＴによるサービスの導入とその実証に取り組んでおります。 

現在、村上市の協力をいただき、株式会社 Kids Public が提供する「産婦人科・小児科

オンライン相談サービス」の実証に取り組んでおり、１月末までの試行状況をお知らせし

ます。 

 

 

１ 実証期間 

  令和３年５月 24 日（月） ～ 令和４年３月 31 日（木） 

 

２ 実証場所 

村上市 

 

３ 実証事業の内容・結果等 

〇 村上市の妊産婦・子育て世代の方を対象に、スマホから質問を送ると、24 時間以内 

に専門医/助産師から回答が送付されるサービスや、クリニックの開院時間外の夕方・ 

夜間に、チャットやビデオ通話による相談が出来るサービスを提供（結果等は別添  

資料に記載）。 

〇 ２月９日（水）以降に、村上市民を対象に、ニーズ把握のためのアンケートを実施    

いたします。 

〇 今回の実証結果と併せて、本県の地域事情等に適したサービス内容の提供について、

引き続き検討を進めていきます。 

新潟県報道資料 

本件についてのお問い合わせ先 

福祉保健部福祉保健総務課長 中野 

（直通）025-280-5172 （内線）2610 

資料２ 
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ＩＣＴを活用した「産婦人科・小児科オンライン相談」の試行状況について 別添１

１ 試 行 状 況

【 対 象 者 】村上市の妊産婦・子育て世代の方、児童/生徒（小学４年生～中学生）

【サービス内容】※（１）（２）ともに産婦人科・小児科の専門医、助産師が対応を行う

（１）いつでも相談 ：スマホから質問を送ると、24時間以内に専門医/助産師から回答が送付されるサービス

（２）夜間相談 ：クリニックの開院時間外の夕方・夜間に、チャットやビデオ通話による相談サービス

【 実 施 結 果 （R4.1月末時点）】
登 録 者 ：276名（うち生徒23名）

延べ相談件数 ：478件（うち生徒19件）

利用後アンケート： 今後も利用したいか →   利用したい 100％
(n=148) 医師の説明は理解出来たか →   理解出来た 95％

２ 今 後 の 展 開

◆ ２月９日(水)以降、オンライン相談未利用者も含め、村上市民を対象とした、ニーズ把握のためのアンケートを実施します。

◆ アンケートや３月末までの実証結果を分析しながら、妊産婦に対するICTを活用した医療相談サービス等について、
引き続き検討をすすめる ※ 県助産師会との連携等、県内の医療資源を活用した実施方法を模索

R4.1月末 登録者 いつでも相談数 夜間相談数

小児科 ２３６人 ３１４件 ４１件

産婦人科 ４０人 １０８件 １５件

（サービスについて）

◆このサービスがなかったら、時間をかけて医療機関を
受診してました。

◆妊娠中や、小さな子供がいると、受診するのが大変です
が、オンラインだと利用しやすい。

◆電話相談よりもLINEだと気楽に相談出来るので有難い。

◆土曜日でかかりつけ医がもう閉まっている時間であった
ので相談させていただきました。

登録者等内訳等

（医師からの回答について）

◆専門医の先生から大丈夫と言われて安心しました。

◆かかりつけ医のことは信頼しているが、他の先生のご意見も
伺えたことで安心できました。

（ その他 ）

◆小児救急医療電話相談（#8000）に繋がらない時が多いので、
緊急の時にすぐ連絡が取れる番号もあると嬉しい

※LINEメッセージが最多。電話は0件

※夜間相談 接続方法

利
用
者
の
声

LINEメッセージ

LINE音声通話

LINEビデオ通話
電話
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ヘルスケアＩＣＴ立県実現プロジェクトについて

課 題

〇圏域が広く、
へき地・離島が存在

〇医療資源が乏しい
↓

〇医療アクセスが阻害

解 決

〇ヘルスケアＩＣＴの
継続的なイノベーション
の創出

〇真の地域課題を解決でき
る医療ＩＣＴサービスを
県民へ

特に取り組むべき３分野における取組状況

救急外来が遠く、
受診しにくい

電話相談は時に
混雑

スマホの救急相談ア
プリにいつでも相談
し、緊急度を判定

糸魚川市

１／２６～
実証開始

①救 急

生活習慣病の
ハイリスク者
が健診未受診

街中で簡易機器で
リスクチェック。
市町村とデータ連携・
共有しフォローアップ

十日町市

２月中旬～
実証開始

②生活習慣病

産婦人科・小児科
が遠く、緊急時に
受診しにくい

夜間、産婦人科医/
小児科医/助産師に
オンラインで相談す
る仕組みを構築

村上市

２月９日～
アンケート
実施予定

③産婦人科・小児科

課 題 取 組

別添２

感染拡大防止のため、延期中


